
　

２
０
１
９
年
の
12
月
議
会
（
令
和
元
年

第
３
回
定
例
会
）
に
、
無
所
属
の
は
ま
の

太
郎
議
員
が
提
出
者
、
日
本
共
産
党
市
議

団
が
賛
成
者
と
な
っ
て
提
出
し
た
、
「
陸

上
自
衛
隊
が
運
用
す
る
垂
直
離
着
陸
輸
送

機
『
オ
ス
プ
レ
イ
』
が
陸
上
自
衛
隊
習
志

野
駐
屯
地
・
演
習
場
へ
飛
来
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
を

求
め
る
意
見
書
」
が
、
３
月
25
日
の
第
１

回
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
、
38
対
10

の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

賛
成
し
た
会
派
は
、
自
由
市
政
会
、
公

明
党
、
市
民
民
主
連
合
、
日
本
共
産
党
、

み
ら
い
＠
船
橋
、
無
所
属
議
員
３
名
（
自

由
市
政
会
の
議
員
は
１
名
が
退
席
）
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
反
対
す
る
内
容

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
政
府
に
対
し
、

「
習
志
野
駐
屯
地
・
演
習
場
周
辺
住
民
に

対
し
、
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
『
オ
ス
プ
レ

イ
』
の
飛
来
や
運
用
の
あ
り
方
、
機
体
の

安
全
性
、
生
活
環
境
へ
の
影
響
等
に
つ
い

て
十
分
に
説
明
す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す

る
」
と
い
う
内
容
で
す
。

市
民
の
声
に
応
え
て

  

船
橋
市
議
会
に
は
昨
年
９
月
、
市
内
の

市
民
団
体
か
ら
「
陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐

屯
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
暫
定
配
備
に
関
す

る
陳
情
」
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

不
採
択
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
暫

定
配
備
に
反
対
す
る
こ
と
・
オ
ス
プ
レ
イ

が
船
橋
市
上
空
を
通
過
し
な
い
こ
と
・
市

の
責
任
で
説
明
会
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

で
、
賛
成
し
た
会
派
は
市
民
民
主
連
合

（
う
ち
、
４
名
は
反
対
）
、
日
本
共
産
党
、

み
ら
い
＠
船
橋
で
11
人
と
少
数
で
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
２
月
14
日
に
防
衛
省
北

関
東
防
衛
局
と
木
更
津
市
と
が
「
暫
定
的

な
配
備
」
に
合
意
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
陸

上
自
衛
隊
第
一
空
挺
団
を
輸
送
す
る
可
能

性
が
濃
厚
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

市
民
の
知
る
権
利
の
保
障
や
市
民
の
生

命
・
安
全
の
た
め
に
必
要
な
説
明
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
保
守
会
派
も
含
め
て

一
致
点
が
広
が
り
ま
し
た
。

 

　

ま
た
、
陳
情
を
提
出
し
た
市
民
団
体

か
ら
、
「
説
明
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
各
議
員
へ
の
働
き

か
け
や
、
議
会
の
傍
聴
な
ど
の
努
力
も
あ

り
、
可
決
へ
の
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

一
致
点
で
の
共
同
を

　

日
本
共
産
党
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
暫
定

的
な
配
備
自
体
に
反
対
を
し
て
い
ま
す

が
、
説
明
を
求
め
る
市
民
の
声
と
、
そ
れ

に
応
え
た
議
会
の
意
思
決
定
は
、
非
常
に

重
要
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
配
備
に
反
対
す
る
と
共
に
、

市
民
へ
の
説
明
会
の
実
現
に
む
け
て
、
力

を
尽
く
し
ま
す
。　

　

船
橋
市
が
「
行
財
政
改
革
」

で
市
民
に
負
担
増
を
求
め
る
一

方
で
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

る
の
が
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構

想
と
い
う
名
の
海
老
川
上
流
地

区
区
画
整
理
事
業
へ
の
肩
入
れ

で
す
。
昨
年
、
地
権
者
の
組
合

準
備
会
が
同
事
業
の
運
営
会
社

を
（
株
）
フ
ジ
タ
に
決
め
、
開

発
事
業
の
進
行
と
と
も
に
船
橋

市
の
負
担
が
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

質
疑
で
市
の
負
担
は
、
組
合

　
　
　
　
　
　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に
も
影
響
が

海
老
川
上
流
地
区
開
発
に
９
３
億
円
の
市
費
投
入
ね
ら
う

地
域
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

地
域
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

 ４月1５日（水）
5月13日（水）

の
開
発
事
業
費
１
５
８
億
円
の

う
ち
、
船
橋
市
が
43
億
円
を
負

担
す
る
の
と
、
東
葉
線
の
駅
を

新
設
す
る
費
用
約
50
億
円
で
合

わ
せ
て
約
93
億
円
に
な
る
こ
と
、

市
の
予
算
か
ら
出
す
こ
と
が
都

市
計
画
部
長
か
ら
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
用
地
と
し
て

購
入
す
る
用
地
費
の
61
億
円
も

開
発
事
業
費
に
充
て
ら
れ
、
民

間
の
開
発
事
業
の
実
に
３
分
の

２
を
船
橋
市
が
出
す
と
い
う
、

優
遇
ぶ
り
で
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
費
は
、

用
地
購
入
費
の
61
億
円
を
含
め

総
額
４
３
７
億
円
で
す
。
全
額

借
入
金
で
充
当
し
、
元
金
と
利

息
を
併
せ
て
２
７
６
億
円
を
市

の
予
算
か
ら
支
出
、
２
１
０
億

円
を
医
療
セ
ン
タ
ー
会
計
で
負

担
し
て
い
く
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。
38
年
と
い
う
長
期
間
の

返
済
で
す
が
、
整
備
費
は
医
療

セ
ン
タ
ー
に
も
船
橋
市
に
と
っ

て
も
重
い
も
の
で
す
。

　

昨
秋
、
開
発
事
業
者
か
ら
医

療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地
を
駅
前

か
ら
北
の
は
ず
れ
に
変
更
す
る

案
が
示
さ
れ
、
新
駅
か
ら
は
遠

く
な
り
、
使
い
勝
手
の
面
で
も

悪
く
な
り
、
建
設
費
も
増
加
す

る
恐
れ
が
出
て
い
ま
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

が
、
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
に
振

り
回
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
日
本

共
産
党
は
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
を
、
区
画
整
理
事
業
と

切
り
離
す
よ
う
求
め
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
が
運
用
す
る「
オ
ス
プ
レ
イ
」に
つ
い
て

船橋市内の新型コロナウイルス感染症検査結果
船橋市内の検査数と検査結果で、初めて検査が行われた２月１４日以降のもの。

船橋市保健所から市議会に報告されました。

この他、３月２５日㈬の検査で、陽性者２人が判明しました。

検査期間 検査人数
(合計 )

病原体検査結果
陽性 陰性

２２人 ０人 ２２人
３１人 １人 ３０人

２３人 ０人 ２３人
※なお、船橋市保健所にてＰＣ
Ｒ検査を行った人数はこの内
１４人になります。

１４人 １人 １３人
※なお、千葉県衛生研究所にて
ＰＣＲ検査を行った人数はこの
内１人になります

２月１４日㈮～２月２７日㈭
２月２８日㈮～３月 ５ 日㈭

３月  ６ 日㈮～３月１２日㈭

３月１３日㈮～３月１９日㈭
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日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索

日本共産党国会議員団千葉事務所　043-302-2005

市 会 議 員

<市議団控室047-436-3030 FAX047-420-7201>

438-8647岩 井 友 子

422-5278金 沢 和 子 432-9317松 崎 さ ち

4０４-２０３９坂 井 洋 介

769-7271神子そよ子

◆コロナ禍による自粛要請で苦境の事業者・個人に直接支援を ！


